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2024年5月26日（日）　午後4時から
県立相模原高等学校　会議室
2023年度事業報告及び収支決算報告の件、他

2024年度総会を下記のとおり開催いたしますのでご出席ください。

※定期総会終了後に懇親会を予定しています。出席予定の方は5月11日（土）
　までに、細谷（10期）までご連絡ください。TEL 090－1211－3813

母
校
県
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創

母
校
県
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は
創
立
60
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え
、
11
月
10
日
に
相
模
原
市
民
会
館
で

日
に
相
模
原
市
民
会
館
で

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

母
校
県
相
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
11
月
10
日
に
相
模
原
市
民
会
館
で

記
念
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和５年５月２８日(日)に第４５回定期総会が開催され、令和４年度決算報告、
及び令和５年度予算(案)は承認されましたので、ここにご報告いたします。
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01　会長・校長のご挨拶 / 広告掲載募集のお願い
02　部活動近況報告
03　卒業生を訪ねて
05　近況報告 / 活動維持費納入のお願い
06　活動維持費を納入していただいた皆様
07　ラジオ番組 GO,GO, 県相！ / 会計報告 / 本部よりお知らせ

なつかしい木製の下駄箱（今夏の改修工事で、スチール製の下駄箱に変わりました）

神奈川県立相模原高校同窓会会報神奈川県立相模原高校同窓会会報神奈川県立相模原高校同窓会会報

　県相同窓会では、皆さんの同窓会開催の支援として、通信費１人あたり200円の補助を行っております。また、
名簿管理も行っておりますので、住所変更の連絡等お待ちしております。住所が変わった場合は、上記にメール
でご連絡ください。学年同期会・クラス同窓会の開催をお考えの方、ご連絡・ご相談ください。懐かしい思い出
がよみがえるひと時、現在の自分と昔の姿が交錯する瞬間、貴重な人生の一コマを県相の仲間たちともう一度分
かち合ってみませんか。新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類に移行しました。コロナが完全に収
束したわけではありませんが、開催をご検討願います。
　なお、個人情報保護の関係で名簿はお渡しできませんので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
　※注　通信費の補助の申込方法は、ホームページをご覧ください。なお、クラブＯＢ会は、全期を対象としたＯＢ会を補助し
　　　　ます。補助金限度額は１万円とします。終了後、結果報告書の提出をお願いします。

お世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっています

県大会入賞以上の部活動について成績をお知らせします。

　　【ディベート部】全国大会　入賞
　　【陸上競技部】　県大会　　入賞
　　【空手道部】　　県大会　　入賞

※同窓会では関東大会・全国大会出場の部活に対し補助
　を行っております。現役の皆さん、頑張ってください！

　同窓会広報誌の記事提供等同窓
会活動については、田代校長先生、
木村副校長先生、鈴木教頭先生、
江藤先生をはじめ、現職の多くの
先生方及び事務の方々に大変お世
話になっております。誠にありが
とうございます。
紙面をお借りして
お礼申し上げます。

令
和
４
年
度　

一
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会
計
決
算　
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令
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４
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４
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５
年
３
月
31
日

令
和
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年
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一
般
会
計
予
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自
令
和
５
年
４
月
１
日　

至
令
和
６
年
３
月
31
日



　

栄
え
あ
る
母
校
、
神
奈
川
県
立
相
模
原
高
等
学
校

は
本
年
11
月
10
日
、
創
立
60
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
母
校
は
相
模
原
市
に
進
学
校

を
と
い
う
希
望
の
下
、
昭
和
38
年
10
月
28
日
に
設
立

を
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
、
第
1
期
生
が
入
学

し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
39
年
4
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
設
立
60
周
年
と
は
4
年
の
開
き
が
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
7
月
に
学
校
か
ら
お
声
が
か
か
り
、

母
校
創
立
60
周
年
記
念
式
典
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。
前
回
の
50
周
年
は
特
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

今
回
は
大
き
く
構
想
が
変
わ
り
以
前
開
催
を
さ
れ
た

10
周
年
ご
と
の
式
典
と
同
様
な
規
模
と
の
想
定
で

す
。
従
い
ま
し
て
、
準
備
委
員
会
・
実
行
委
員
会
も

前
回
50
周
年
ほ
ど
の
規
模
で
も
な
く
進
め
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
同
窓
会
の
機
関
誌
が
お
手
元
に
届
く
と
き

に
は
既
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
2
・ 

3
年
異
常
気
象
が
激
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
7
月
27
日
に
は
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
が
地
球
は
温
暖
化
と
言
う
よ
り

も
、沸
騰
化
の
時
代
に
入
っ
た
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
原
因
は
人
間
で
あ
る
と
言
明
し
ま
し
た
。

　

仏
典
に
「
顛
倒
（
て
ん
ど
う
）
の
衆
生
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
顛
倒
」
と
は
自
分
で
は
良
い

60
周
年
を
迎
え
さ
ら
な
る

   「
県
相
ブ
ラ
ン
ド
力
」
の

　
　

発
展
を
願
っ
て

こ
と
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
ど
ん
ど
ん
と
悪
い

方
向
へ
物
事
を
進
め
て
い
く
事
を
指
し
ま
す
。
此
処

に
は
「
衆
生
」
と
い
う
言
葉
が
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

「
衆
生
」
と
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
「
生
き
と
し
生
け

る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、
こ
の
地
球
沸
騰

化
を
進
め
て
き
た
の
は
犬
や
猿
で
も
な
く
間
違
い
な

く
人
間
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
叡
智
を
集
中
し
て

い
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

昭
和
41
年
、
佐
藤
季
生
キ
ャ
プ
テ
ン
の
母
校
野
球

部
は
県
内
ベ
ス
ト
８
に
進
み
ま
し
た
。
た
っ
た
創
立

２
年
の
し
か
も
公
立
高
校
の
野
球
部
と
し
て
は
空
前

の
快
挙
で
あ
り
、
こ
の
記
録
は
令
和
元
年
に
県
内
ベ

ス
ト
４
を
獲
得
す
る
ま
で
塗
り
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
こ
の
野
球
の
応
援
を
し
て
い
た
応
援

団
長
の
杉
崎
忠
久
さ
ん
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の

中
で
「
県
相
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
い
、
そ
れ

が
今
日
の
母
校
の
略
称
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
部
活
動
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
大
会
に

出
場
す
る
と
、
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
に
同
窓
会
と
し
て

選
手
に
エ
ー
ル
を
贈
る
た
め
に
横
断
幕
を
提
供
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
部
活
が
全
国
大
会

等
に
出
場
す
る
時
に
は
旅
費
の
援
助
も
予
算
化
し
て

参
り
ま
し
た
。
是
非
、
県
相
の
名
前
を
響
か
せ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
最
大
限
の
応
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

母
校
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
と
言
う
こ
と
は
私

共
第
１
期
生
が
75
歳
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

社
会
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
後
期
高
齢
者
」
の
仲
間
入

り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
校
を
巣
立
っ
て
55
年
以
上
の
歴
史
の

中
に
は
、
世
界
に
社
会
に
大
き
く
活
躍
や
貢
献
を
し

て
い
る
多
く
の
同
窓
生
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
の
更
な
る
活
躍
を
願
い
、
ま
た
後
に
続
く
県
相

生
に
も
よ
り
以
上
に
県
相
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
発
展
さ

せ
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
心
か
ら
希
望
い
た
し
ま
す
。

徒
が
伝
え
て
い
く
場
面
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
説
明
会
時
の
学
校
紹
介
の
チ
ラ
シ
を

生
徒
会
が
作
っ
た
り
、
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
を
出
身
中

学
校
に
多
く
の
生
徒
が
持
参
し
、
近
況
報
告
を
兼
ね

て
中
学
校
に
県
相
の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
の
県
相
生
を
見
て
い
ま
す
と
、
県
相
生
は
本
当

に
県
相
の
こ
と
が
好
き
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
文

化
祭
の
ク
ラ
ス
テ
ー
マ
も
自
ら
が
楽
し
む
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
県
相
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
文
化
祭
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
県
相
の
伝
統
を
維
持
・
継
続
し
、
多
く
の
方
に

愛
さ
れ
る
県
相
と
な
る
よ
う

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

県
相
同
窓
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
校
長
の
田

代
宗
弘
で
す
。
昨
年
４
月
に
県
相
に
着
任
し
、
今
年

は
２
年
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
相
模
原
高
校
は
今
年

度
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
11
月
10
日
（
金
）

が
記
念
式
典
で
す
。
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
段
階
で

は
ま
だ
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
窓
会
報

が
発
行
さ
れ
て
い
る
時
に
は
無
事
に
創
立
記
念
式
典

も
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
準
備
の
段

階
か
ら
当
日
ま
で
、
同
窓
会
の
方
に
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
10
月
か
ら
来
年
の
７
月
ま
で
体
育

館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
市
民

会
館
や
近
隣
中
学
校
な
ど
の
体
育
館
を
借
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
昨
年
度
、
校
舎
の
耐
震
工
事
が
終
了
し
校

舎
の
外
観
が
き
れ
い
に
な
り
、
正
門
前
の
歩
道
の
拡

張
、
プ
ー
ル
や
枯
山
水
の
改
修
な
ど
に
よ
り
正
門
か

ら
の
県
相
の
眺
め
が
だ
い
ぶ
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
、
体
育
館
が
改
修
工
事

で
き
れ
い
に
な
る
と
、
県
相
の
様
子
も
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
学
校
説

明
会
も
こ
こ
数
年
は
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
生
徒
会
の
生
徒
を
中
心

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
中
学
生
に
県
相
の
魅
力
を
生

会　長

佐  藤  功  岳
Sato Kougaku

県
相
の
近
況
報
告

校　長

田  代  宗  弘
Tashiro Munehiro
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100,000
50,000
30,000
10,000

7,000

6,000

5,000

匿　　　名
三枝　富博
近藤　　功
佐藤　功岳
加山　和明
佐藤　剛生
飯塚万里代
田所　耕司
山口　孝治
加藤　裕康
安室　勝隆
今井　　徹
賀山　　高
渋谷　国弘
吉田　修一
宮﨑　和彦
菅谷　　浩
匿　　　名
近藤　　学
中尾　紀芳
磯田　菊生
岩本　　正
尾之上　覚
村上　良道
足立　博紀
開上　　亙
田嶋　康弘
塩谷和雄(校)
樋川貴美子
塩田　　忍
遠藤　照子
山本邦裕/山本博子
九嶋　　正
江成　　薫
小林　　茂
佐藤　　操
小澤　和義
河合　康吉
髙倉悦千代
澤田　孝一
高嶋　勝美
新倉　庸男
阿部　信長
高橋　　哲
長澤　博文
久保田一夫
宮﨑　照男
霧生　房夫
大和　裕明
岩間　雅子
中島　道夫
泉　　篤志
髙橋　　豊
佐藤　久子
泉　桂伊子
佐藤　紀子
山本　　学
長谷川正和
渡邉　一美
宮本　尚子
日下田マヤ
銅道　　滋
小口　敬紀
堀江理佐子

9
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16
18
19
19
20
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20
20
20
21
23
23
24
24
25
25
26
28
29
29
32
34
41
45
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46
52
54
55
56

嶋倉
霧生
楢島

山﨑
久高

清原

太田垣

奥野

竹田

溝口

H
H
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G
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A
A
F
D
G
B
E
E
B
H
A
A
B
F
H
E
G
H
B
F
B
G
A
F
H
H
D
E
A
C
C
C
D
A
F
E
A

1,000 市川　玲子
冨田　和恵
間中真由美
岡村　義雄
根元由美子
立岩　利恵
黒崎由美子
髙橋　　仁
儀部　浩行
内田真利子
伊澤　浩司
石井　一男
黒川　智弘
清水由美子
米本　晋也
石井　敬子
野地　健俊
大須賀有子
匿　　　名
粟井　邦彦
西原　秀一
小笠原羊子
戸松　　宏
森山　　隆
青島　徳生
丸岡　英司
榊原　靖夫
植木　政成
永井　康裕
松崎　有希
匿　　　名
谷　　康宏
若海　博樹
木内　崇介
斎藤　仁美
瓦井　　藍
岩﨑　沙織
佐藤　　愛
新田　由佳
清水　春花
匿　　　名
加藤　優佑
田中　和希
加藤　啓太

29
31
33
42

5
7
7
7
7
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
11
12
12
12
12
15
15
16
16
19
19
20
20
23
23
24
24
26
28
37
37
45
46
48
2
2
3
3
3
4
4
4
4
5
5
6
6
6
6
8
8
8
8
8

渡部

八木

黒田
瀬戸
八藤後

佐藤

島村
石井
輿石

田村
佐藤

住谷

増田

恩田

佐藤
小峯

松川

小宮

D
F
E
B

G
B
E
F
F
E
H
Ｉ
I
A
A
A
A
B
F
H
B
D
E
G
D
H
C
D
A
D
A
E
A
F
C
H
H
E
E
F
F
C
B
A
C
A
D
G
A
B
E
G
B
D
C
D
D
G
D
E
E
F
H

3,000

2,000

1,000

染谷　耕平
菊地　大輔
相馬　洋平
神保　恵理
匿　名(職 )
高城　雄二
久保田敏文
森田　勝美
小辻　敏明
村上　孝一
村部奈穂子
佐藤　　孝
澤本　幸治
萩谷　功枝
伊藤　義一
河本　　透
近藤　　卓
山口　正人
大谷　隆広
倉田　洋二
清水日出男
坂本　敦子
渡部　明子
山口　隆一
鳥谷部裕子
匿　　　名
松尾　雅貴
小川美代子
須之内有子
岡地　道枝
匿　　　名
奥山ゆかり
播磨由利子
佐藤　公治
小林　倫明
中嶋　宗睦
立田　真弓
早川　　宏
清水　真弓
小嶋　一弘
露木　悦子
横内　勇太
岩嶋　彩美
津守　那哉
三橋　秀生
成井　哲郎
匿　　　名
松下　知紀
矢口　順一
山本　宏員
小島　敬三
宮下　政治
新出　貞夫
長谷川美豆乃
諏訪部千秋
竹内　俊夫
木下由美子
森　　眞弓
小島　文子
吉田　厚子
田野倉　巌
山崎　晴道
吉富すゞ子
永見　秀登

17
17
19
20
22
25
28
32
33
37
39
18
18
20
1
1
1
1
2
2
2
3
3
3
3
4
4
6
6
7
7
7
8
8
9
12
12
12
12
12
13
14
14
14
16
16
16
16
16
17
18
18
19
19
20
21
23
24
25
26
27
28
28
29

成田

石崎

吉成

宮崎

三栖

斉藤

山岸

羽生

中川
楠部

伊藤

渡辺

緑川

遠藤

H
Ｉ
F
C
H
H
A
F
B
A
B
E
F
A
C
D
D
F
B
D
F
C
C
F
G
B
G
F
F
B
F
G
C
F
B
A
D
D
E
G
G
A
A
G
B
E
F
G
H
D
C
G
E
G
F
B
G
G
H
B
E
A
C
B

5,000

4,000

3,000

肥後　忠典
岡部　伸雄
原田　征隆
石井　達哉
阿久津忠弘
矢野　　隆
松野　啓太
向中野智志
向中野祥子
永田　洵一
彌永　雄一
得猪　明弘
山田　悦也
只野みゆき
伊藤　　裕
小島　利正
杉本紀美江
井上　晴夫
柏木　忠雄
村田　英子
伊藤　安夫
天田　　茂
匿　　　名
矢敷　光世
森田　　登
青山八重子
小山　武彦
佐藤　樹一
山形　正治
岩本　　幹
小湊　秀男
小林　恒生
髙野久美子
渡辺　好野
匿　　　名
浅沼　由紀
堤　　明彦
吉水　哲哉
山﨑　信子
讃良　陽子
工藤　敏隆
黒川　雅代
村越みどり
酒井　　謙
榎本　好二
髙野まゆみ
内出　貴之
小林　貴之
吉田　晴美
井上　成子
加藤　浩央
桑原千雅子
松浦　信平
斎藤　英明
露﨑　　淳
皆藤由紀子
高田　賢治
宮崎　誠生
竹田　史江
西尾　夏雄
増村　浩代
川野　　俊
佐々木祐輝
永保　敏伸

令和４年４月１日～令和５年３月３１日（敬称略）

広告掲載を募集しています

◎同窓会　会報広告　掲載料…10,000 円（年１回）
◎ホームページ　バナー広告　掲載料…20,000 円（１年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　54,000 円（３年間）

お振り込み
いただきました
皆さま、

誠にありがとう
ございました。

活動維持費を納入していただく皆様へ
　　　同窓会会報及びホームページにお名前を掲載します。匿名をご希望の方は、
　　　振込用紙（近況報告欄）にその旨をお書き添えください。
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創
部
は
い
つ
で
す
か
？

　
　

平
成
27
年
ご
ろ
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、

平
成
29
年
に
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
　

創
部
の
き
っ
か
け
は
？

　
　

旭
中
学
校
に
弓
道
部
が
あ
り
、
そ
こ
で
弓
道

を
し
て
い
た
生
徒
が
本
校
に
入
学
し
、
県
相
の
名

前
で
高
体
連
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
県

相
に
同
好
会
や
部
活
が
存
在
し
な
い
と
出
場
で
き

な
い
た
め
、
弓
道
を
や
り
た
い
生
徒
が
他
の
生
徒

に
声
を
か
け
て
人
を
集
め
、
同
好
会
を
立
ち
上
げ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
部
員
数
は
？

　
　

１
年
生
が
24
人
、
２
年
生
が
25
人
、
３
年
生

が
15
人
で
す
。
部
員
の
中
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学

生
が
１
人
い
ま
す
。
３
年
生
は
受
験
勉
強
に
専
念

す
る
関
係
で
、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
に
は
引
退
し
ま
す
。

　
　

練
習
日
・
練
習
場
所
・
練
習
時
間
は
？

　
　

水
曜
日
と
金
曜
日
に
相
模
原
市
役
所
東
側
の

市
立
体
育
館
横
の
市
営
弓
道
場
を
使
用
し
練
習
し

て
い
ま
す
。
他
に
１
日
（
校
内
で
の
練
習
）
、

月
・
火
・
木
曜
日
を
部
員
が
各
自
選
択
し
、
合
計

週
３
日
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
Ｂ
棟
と

Ｃ
棟
の
間
を
使
い
、
巻
藁
を
的
に
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
練
習
時
間
は
市
の
弓
道
場
で
は
２
〜
３

時
間
、
学
校
で
は
約
２
時
間
で
す
。
市
営
弓
道
場

で
の
練
習
に
お
い
て
は
、
市
弓
道
協
会
の
段
を
所

有
す
る
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

大
会
の
内
容
及
び
成
績
は
？　

市
内
や
県
内

　
　

の
高
校
で
強
い
高
校
は
？

　
　

相
模
原
市
民
体
育
祭
、
国
体
の
予
選
会
等
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
よ
り
個
人
戦
と
団
体

戦
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
６
月
18
日
に
実
施
さ

れ
た
相
模
原
市
民
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
高
校

生
の
部
で
個
人
戦
で
女
子
が
１
位
と
２
位
に
な
り

ま
し
た
。
市
内
で
一
番
強
い
相
模
田
名
高
校
が
、

こ
の
大
会
開
催
日
に
強
化
試
合
が
あ
り
出
場
し
な

か
っ
た
た
め
、
１
・
２
位
を
獲
得
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
た
県
民
大
会
兼
国
体

予
選
会
で
は
個
人
で
男
子
２
人
・
女
子
２
人
出
場

し
、
１
回
戦
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
共
に

敗
退
し
ま
し
た
。
５
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大
会
予

選
会
及
び
県
総
合
体
育
大
会
予
選
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
が
、
１
回
戦
敗
退
で
し
た
。

　

市
内
に
は
上
溝
高
校
や
相
模
原
総
合
産
業
高
校

他
に
弓
道
部
が
あ
り
ま
す
が
、
校
内
に
弓
道
場
が

あ
り
指
導
者
が
い
る
相
模
田
名
高
校
が
強
く
、
県

内
で
は
厚
木
東
・
厚
木
・
大
船
・
川
和
高
校
が
強

い
で
す
。

　
　

点
数
の
付
け
方
は
？　

勝
敗
は
ど
の
よ
う
に

　
　

決
ま
り
ま
す
か
？

　
　

的
ま
で
の
距
離
は
28
ｍ
、
団
体
戦
は
３
人
ま

た
は
５
人
で
行
い
、
１
人
４
本
放
ち
う
ち
的
に
何

本
当
た
る
か
、
的
に
当
た
れ
ば
１
点
、
当
た
っ
た

合
計
点
で
競
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
人
戦
は
射

詰
め
競
射
（
外
し
た
ら
負
け
の
サ
ド
ン
デ
ス
）
と

遠
近
競
射
（
的
の
中
心
に
近
い
方
が
勝
ち
）
が
あ

り
ま
す
。

　
　

資
格
は
取
得
で
き
る
の
で
す
か
？

　
　

初
段
か
ら
始
ま
り
、
初
段
に
及
ば
な
い
場
合

は
級
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
所
作
が
き
ち
ん
と
で
き

て
い
る
と
初
段
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
的
に
き

ち
ん
と
当
た
る
よ
う
に
な
る
と
２
段
を
獲
得
で
き

ま
す
。
高
校
生
の
段
階
で
は
２
段
を
獲
得
で
き
れ

ば
良
い
方
で
す
。

　
　

楽
し
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
　

的
に
当
た
る
と
う
れ
し
い
。
正
し
い
射
を
追

及
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
日
々
の
成
長
を
実
感
で

き
る
こ
と
が
楽
し
い
。
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学

校
か
ら
近
い
練
習
場
所
は
こ
の
市
営
弓
道
場
し
か

な
く
、
令
和
６
年
３
月
末
で
、
市
営
弓
道
場
が
取

り
壊
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
そ
の
後
の
練
習
場
所

の
確
保
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　
　

部
の
目
標
、
今
後
の
抱
負
は
？

　
　

今
年
中
に
神
奈
川
県
弓
道
連
盟
の
方
々
が
審

査
す
る
審
査
会
に
参
加
し
、
級
や
段
を
取
得
し
た

い
。
大
会
で
良
い
成
績
を
残
し
た
い
。

弓
道
部
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
：
細
谷　

孝
司
）

第
33
号
か
ら
始
ま
っ
た
部
活
動
の
近
況
報

告
、
今
回
は
弓
道
部
で
す
。
令
和
５
年
８
月

２
日
と
８
月
４
日
に
市
営
弓
道
場
を
訪
問

し
、
59
期
生
、
２
年
生
の
今
藤
琥
斗
部
長
及

び
顧
問
の
佐
久
間
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

今 藤 琥 斗
Kndou Koto

弓道部　部長

2

2
2
2
4
3
3
3
3

3
3
3
4
4

5
6
6
7

7
8
9
11

12
12
13

13
15
16
18
20
23
25
28

28
29
29
30
30
33
34
34
37
37
55

宮崎

溝呂木

山口

恩田
小峯

市川

平手

石崎

住谷

溝口

増田

D

D
F
F
D
B
C
E
F

F
G
G
A
C

B
D
F
F

F
Ｉ
A
G

D
D
B

E
C
B
F
A
G
H
A

E
B
D
E
F
E
E
H
A
F
E

三枝　富博

村田　英子
伊藤　安夫
山本　邦裕
山本　博子
澤田　孝一
天田　　茂
久保田一夫
霧生　房夫

大和　裕明
森田　　登
矢口　順一
山本　宏員
岩間　雅子

長谷川美豆乃
森　　眞弓
佐藤　樹一
髙橋　　豊

村上　孝一
山本　　学
河本　　透
岡村　義雄

堤　　明彦
吉水　哲哉
日下田マヤ

銅直　　滋
堀江理佐子
黒川　智弘
磯田　菊生
只野みゆき
岩本　　正
矢野　　隆
松野　啓太

清水　真弓
永保　敏伸
染谷　耕平
足立　博紀
開上　　亙
相馬　洋平
斎藤　仁美
田嶋　康弘
永田　洵一
露木　悦子
田中　和希

古希を過ぎましたが、現役でやっております。令和４年５月から日本チェーンストア協会の会長に就
任いたしました。
画家です。
元気でやってます。
令和４年相模原市民ゲートボール大会で優勝、また、神奈川県予選会でも優勝しましたので、令和５
年全国選抜ゲートボール大会に出場します。
卓球部ＯＢ・ＯＧの活躍が紙面から分かり、毎回楽しみにしています。卓球部頑張れ！！
まずまずの元気でやっております。
晴耕雨読、友人との旅行、トトロの森作業を楽しんでます。
日野市に転居しました。大学生の娘・妻の３人、猫５匹、犬１匹の家族です。建築設計事務所を昭和
54年より、現在は不動産の方もやっています。
まだ築地で働いてますョ！！　72歳です。
３期生の皆さんお元気ですか。日々、健康で過ごせることに感謝しています。
心配かけてますが大丈夫です。
2023年から日本語教育ボランティアを始めました。
結婚まで相模原市下九沢で、その後は横浜市緑区で暮らしています。70歳あっという間でした。銀行
員、高校非常勤講師、今は茶道を教えています。
古希になりました！！ワンダーフォーゲルOB会で山登りしてます。顧問の入江先生も再会しました。
週３回１万歩歩き、とても元気です！
定年退職後も仕事・テニスと頑張っています。
町田市文化国際交流財団で仕事をしています。趣味で町田市を拠点に活動しているマンドリン楽団で
合奏を楽しんでいます。
県相を卒業して早や半世紀。正しく「光陰矢の如し」です。あと四半世紀は頑張るぞ～と！
元気です。日本橋まで通勤しています。
２度目の定年となり、今は非常勤で遺棄化学兵器の発掘・回収・処理をしています。
今年はロシアによるウクライナ侵攻により、世界が大きく変わってしまった中、我が家では初孫が誕
生しました。
創立60周年記念事業を楽しみにしています。我が母校県相とほぼ同年代と思うと感慨無量です。
東京都大田区西六郷に在住。市内中央区富士見に妹家族がおります。
非常勤で働いていますが、職場で県相の卒業生ということがわかると、羨望の眼差しを向けられ、気
恥ずかしくも誇りに思っています。
バイクに復帰し、ツーリングを楽しんでます。
令和５年３月で定年退職です。
間もなく定年を迎えますが、まだまだ楽はできそうにありません。
順天堂練馬病院循環器内科で科長をやっています。県相生の入学待ってます。
２年前から藤沢市に引っ越し、大型バイクを乗り回しています。
東京都新宿区にあります成城中学校・成城高等学校で校長を務めております。吹奏楽部の顧問です。
最近ロードバイクにはまって、津久井湖や宮ケ瀬湖をよく走っています。
LAギタリスト歴25年、Kay－Ta Matsuno（松野啓太）です。令和4年8月27日午後7時、姉の一周忌も兼
ねて、グリーンホール相模大野多目的ホールで弦・ドラムと共に演奏会を開きました。
都内の私立中高で世界史を教えています。「佐野ばあ」こと佐野先生が理想像です。
相模原納涼花火大会の実行委員を務めさせていただいております。田名へお越しください。
相模原商工会館の３階で司法書士をやってます。
ゴルフにはまっています。
東京都の中学教員に転職して、15年が経ちました。
当時は野球に明け暮れていました。今は山とランに明け暮れる週末です。(笑)
ハンドメイドにはまり、ついに職業用ミシンを購入しました。
子供も小学校に入る歳になり、少し遠ざかっていた学校というものが、また身近になりました。
市内淵野辺で１級建築士、設備設計１級建築士として建築設計事務所をやってます。
令和３年８月に転居しました。
2022サッカーＷカップで寝不足の毎日です。

令和４年度の活動維持費をお送りくださった皆様の通信欄に記載された近況報告を掲載しております。 



嫌
い
な
私
は
「
経
理
部
門
以
外
で
あ
れ
ば
何
で
も
構

わ
な
い
」
と
配
属
希
望
を
提
出
。
結
果
は
見
事
に
外

れ
経
理
部
で
し
た
。
東
京
経
済
大
卒
で
あ
れ
ば
経
理

部
配
属
は
当
た
り
前
と
言
わ
れ
、
講
義
の
必
須
科
目
、

簿
記
論
を
猛
勉
強
し
ま
し
た
。
社
会
は
面
白
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

退
職
後
近
所
に
住
む
落
研
後
輩
と
遭
遇
。
酒
を
飲

み
な
が
ら
「
先
輩
！
ま
た
落
語
や
り
ま
せ
ん
か
ぁ
？
」

の
一
言
。
一
瞬
「
出
来
る
か
な…

？
」
か
ら
、「
い

や
余
生
は
こ
れ
か
な
！
」
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

先
ず
春
風
亭
柏
枝
師
匠
に
後
輩
二
人
で
お
稽
古
を

付
け
て
戴
き
ま
し
た
。
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
す
と
お

客
様
の
前
で
実
践
し
て
み
た
く
な
り
、
そ
の
機
会
を

得
る
為
に
山
遊
亭
金
太
郎
師
匠
の
「
野
田
笑
紫
会
」

に
所
属
し
年
二
回
の
発
表
会
と
老
人
介
護
施
設
へ
の

慰
問
を
多
数
経
験
し
ま
し
た
。（
す
る
と
落
研
時
代

の
感
触
、
快
感
が
甦
っ
て
き
た
の
で
す
）

　

現
在
は
「
か
つ
し
か
落
扇
指
南
所
（
入
船
亭
扇
好

師
匠
）」
に
て
稽
古
、
活
動
。
又
「
柴
又
寅
さ
ん
記

念
館
素
人
落
語
会
」
や
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
々
コ

ロ
ナ
禍
前
は
年
三
十
数
回
の
高
座
が
あ
り
ま
し
た
。

高
貴
高
齢
者
（
敢
え
て
こ
の
よ
う
に
表
現
）
に
な
る

と
記
憶
力
も
落
ち
、
新
ネ
タ
吸
収
に
苦
し
ん
で
き
ま

す
が
、
そ
の
苦
を
乗
り
越
え
た
先
の
お
客
様
の
笑
い

が
嬉
し
い
の
で
す
。
黙
読
・
音
読
、
書
く
、
聴
く
の

繰
り
返
し
で
す
が
、
一
番
の
稽
古
は
お
客
様
の
前
で

喋
る
事
で
す
。

　

芸
名
「
葵
亭
蕎
麦
助
」
と
し
て
プ
ロ
の
噺
家
さ
ん

と
の
共
演
も
多
く
、今
年
五
月
に
真
打
昇
進
し
た
「
柳

亭
明
楽
師
匠
」
と
共
演
。
春
風
亭
昇
也
師
匠
や
入
船

亭
扇
好
師
匠
・
桂
南
な
ん
師
匠
等
と
も
共
演
さ
せ
て

戴
い
て
ま
す
。
又
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
寄
席
あ
ぷ
り
」

の
社
会
人
落
語
家
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
Ｍ
Ｃ
も
や
ら
せ

て
貰
い
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
相
手
が
居
な
い
一

人
喋
り
は
緊
張
し
ま
し
た
が
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

お
う
。
頼
り
に
な
る
大
好
き
な
バ
レ
ー
部
の
仲
間
、

県
相
か
ら
も
ら
っ
た
私
の
自
慢
の
宝
物
で
す
。

■
そ
し
て
今
・
・
・

　
「
大
好
き
な
相
模
原
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
思

い
、
大
学
卒
業
後
は
相
模
原
市
役
所
へ
建
築
職
と
し

て
就
職
し
ま
し
た
。
以
来
、
建
築
関
係
の
部
署
に
所

属
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
の
人
事
異
動
で
南

区
の
区
長
に
。
南
区
で
誰
も
が
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

南
区
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
『
相
模
の
大
凧

ま
つ
り
』（
新
磯
）
を
は
じ
め
、阿
波
踊
り
（
東
林
間
）

や
よ
さ
こ
い
（
古
淵
）
な
ど
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
相
模
原
麻
溝
公
園
や
勝
坂
遺

跡
な
ど
の
名
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
や

ラ
グ
ビ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
『
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
』
や
『
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
』
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

相
模
原
で
出
会
っ
て
、
学
ん
で
、
楽
し
ん
で
。
選

ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
南
区
の
魅
力
を
発
見

＆
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
に
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
が
夏
の
全
国
高
校
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

球
選
手
権
神
奈
川
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
っ
た
時
の
主
将
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
手
裕
太
さ
ん
と
副
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
・
風
間
龍
斗
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

■
令
和
元
年
の
夏
の
県
大
会
準
々
決
勝
で
横
浜
高
校

に
勝
ち
、
準
決
勝
で
は
東
海
大
相
模
に
敗
れ
ま
し
た

が
、
こ
こ
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
要
因
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
。

　

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
な
い
部
員
が
、
相
手
校
の
デ
ー

タ
を
収
集
し
分
析
・
研
究
し
た
こ
と
。
う
れ
し
か
っ

た
の
は
、
試
合
の
応
援
に
応
援
団
部
や
吹
奏
楽
部
を

は
じ
め
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
生
徒
・
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
が

大
勢
来
て
く
れ
て
大
変
力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
県
相

に
は
団
結
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
練
習
や
合
宿
、自
主
性
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
。

監
督
と
の
関
係
は
。

　

練
習
は
放
課
後
に
短
い
と
き
は
２
時
間
ほ
ど
の
中

で
、
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
を
常
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
練
習
は
、
火
〜
金
曜
日
で
、
朝
練
習
に
つ
い

て
は
自
由
参
加
、
二
手
に
分
か
れ
横
山
球
場
で
練
習

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
佐
相
先
生
が

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
行
い
ま
し

た
が
、
副
主
将
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
自
主
的
に
考
え
、

先
生
に
提
案
。
お
互
い
納
得
の
上
で
練
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
生
の
教
え
方
は
理
論
的
で
し
た
。

合
宿
は
夏
の
県
大
会
終
了
後
、
７
泊
８
日
で
長
野
県

に
行
き
、
長
野
県
内
の
強
豪
校
（
上
田
西
や
松
商
学

園
等
）
と
毎
日
試
合
を
し
ま
し
た
。

■
佐
相
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
、
今
の
大
学
生
活

に
役
立
っ
て
い
ま
す
か
。

　

佐
相
先
生
に
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
佐
相
先
生
は
習
字
が
得
意

で
、
卒
業
の
時
に
色
紙
に
「
負
け
ず
嫌
い
で
あ
れ
」

と
い
う
言
葉
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

■
県
相
の
現
役
の
高
校
生
に
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ

り
ま
す
か
。

　

高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
充
実
し
て
い
て
、
い
ろ

い
ろ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
・
部
活
・
学
校
行

事
す
べ
て
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

■
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
。

　

令
和
６
年
４
月

か
ら
社
会
人
に
な

る
の
で
、
先
輩
方

の
言
う
こ
と
を
吸

収
し
、
一
人
前
の

社
会
人
に
な
れ
る

よ
う
に
必
死
に
や

っ
て
い
き
た
い
。

良
い
仲
間
を
見
つ

け
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
い
。

　

人
生
百
年
時
代
で
す
。
と
は
言
え
、
い
つ
ま
で
続

け
ら
れ
る
か
全
く
不
透
明
な
が
ら
「
落
語
」
は
私
の

余
生
を
愉
快
に
「
ボ
ケ
防
止
」
と
「
社
会
貢
献
」
す

る
も
の
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
大
き

な
夢
は
県
相
同
窓
会
六

十
周
年
で
の
高
座
を
設

け
て
戴
く
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
も
育
ち
も
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
で
、
今
も
藤
野
に
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
で
い
ま
す
。
高
校
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
は
柔
道
部
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
突
然
、
映
画
を
作

り
た
く
な
り
、
仲
間
を
募
っ
て
８
ミ
リ
映
画
を
制
作

し
ま
し
た
。
不
良
グ
ル
ー
プ
の
抗
争
に
恋
愛
が
絡
ん

で
く
る
よ
う
な
内
容
で
、
横
浜
ま
で
撮
影
に
行
き
、

「
横
浜
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
い
う
名
で

相
翼
祭
で
上
映
し
ま
し
た
。
映
画
作
り
で
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
つ
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
「
大
学
へ
行
っ
た
ら
ア
メ
フ
ト
を
や
っ
て
、
小
学

校
の
先
生
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
、
立
教

大
学
で
は
、
初
心
者
な
り
に
が
ん
ば
り
、
３
年
か
ら

試
合
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
日
大

の
全
盛
期
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
を
購
入
し
、
プ
レ
ー
分
析
を
よ
く
し
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
日
大
に
は
最
後
ま
で
勝
て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
も
、
大
学
の
仲
間
と
ア
メ
フ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ま
、
ご
機
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
何
で
し
ょ
う
か
？
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
時
代
は
校
則
違
反
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
師
と
の
喧
嘩
、
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ル
等
先
生
方
に
迷
惑

を
掛
け
な
が
ら
も
青
春
真
っ
只
中
を
駆
け
抜
け
た
磯

部
文
保
で
す
。

　

自
称
劣
等
生
？
と
感
じ
な
が
ら
も
卒
業
後
は
極
め

て
優
等
生（
笑
）の
道
を
歩
き
ま
し
た
。
大
学
で
は「
落

語
研
究
会
（
落
研
）」
に
勧
誘
さ
れ
、
こ
の
落
研
が

今
後
の
人
生
を
左
右
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
の
で
す
。「
こ
の
部
活
は
落
語
を
覚
え
て
お

客
さ
ん
の
前
で
喋
る
ク
ラ
ブ
」
と
言
わ
れ
、
当
初
入

部
す
る
の
を
躊
躇
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
四
年
間

で
コ
ン
パ
等
を
通
し
落
語
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
、
人

と
の
触
合
い
の
醍
醐
味
を
感
じ
、
大
学
を
学
業
卒
業

と
い
う
よ
り
「
落
研
卒
業
」
と
い
う
の
が
ピ
ッ
タ
リ

の
学
生
生
活
で
し
た
。　

そ
の
後
、
入
社
試
験
で
は

「
落
研
卒
業
」
が
功
を
奏
し
、
日
立
物
流
（
現
在
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
」
と
社
名
変
更
）
に
就
職
。
数
字
が

簡
易
版
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま

す
。
ア
メ
フ
ト
で
は
、
目
標
に
む
か
っ
て
や
り
抜
く

力
、
分
析
す
る
力
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

教
員
と
し
て
は
旧
津
久
井
郡
の
３
校
に
勤
務
し
、

合
併
と
同
時
に
40
歳
か
ら
指
導
主
事
と
し
て
、
教
育

セ
ン
タ
ー
や
学
校
教
育
課
な
ど
教
育
委
員
会
に
14
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
課
で
は
、
令
和
元
年

の
台
風
19
号
と
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
頼
り
に
な
っ
た
の
が
、
市
役
所
勤
務
の
高
校

時
代
の
映
画
仲
間
で
し
た
。
映
画
同
様
、
人
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で

は
、
様
々
な
立
場
の
方
と
折
衝
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
感
覚
が
身
に
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

15
年
ぶ
り
の
学
校
で
は
、
再
就
職
し
た
つ
も
り
で

や
っ
て
い
ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
児
童
一

人
ひ
と
り
の
学
力
保
障
に
力
を
入
れ
、
徐
々
に
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
相
模
原
ラ
イ
ズ
と
も
連
携

し
て
、
体
育
の
授
業
で
は
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
小
さ

く
て
も
魅
力
の
あ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

在
校
生
に
は
、
是
非
、
小
学
校
の
教
員
を
め
ざ
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
の
な
か
で
小
学

校
時
代
が
、
心
も
体
も
一
番
成
長
す
る
時
期
で
す
。

小
学
校
教
員
は
、

そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
っ
て

も
素
敵
な
仕
事

で
す
。

私
の
余
生
と
落
語

磯
部 

文
保
１
期
生

Isobe Fum
iyasu 38

ア
メ
フ
ト
や
っ
て
小
学
校
の
先
生
に
な
る

相
模
原
市
立
二
本
松
小
学
校　

校
長

篠　

原　
　

真
19
期
生

Shinohara M
akoto

大
好
き
な
相
模
原
の
た
め
に

相
模
原
市
南
区
長

加
藤 

宏
美
20
期
生

K
atou H

irom
i

県
相
野
球
部
の
思
い
出

令
和
元
年
度
野
球
部
主
将

令
和
元
年
度
野
球
部
副
主
将

坂
手 

裕
太
54
期
生

Sakate Y
uuta

風
間 

龍
斗
54
期
生

K
azam

a R
yuto

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
高
校
時
代（
私
の
宝
物
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
」「
フ
ァ
イ
ト
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
イ
ト
！…

」
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
声
と
共
に
始
ま
る

１
日
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
毎
日
。
練
習

を
重
ね
た
３
年
間
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
る
と
、

ダ
ッ
シ
ュ
で
部
室
へ
向
か
い
、
話
す
間
も
な
く
コ
ー

ト
へ
と
走
り
、
暗
く
な
る
ま
で
練
習
し
ま
し
た
。
部

室
は
、
仲
間
と
本
音
で
語
り
あ
い
、
喜
び
も
悲
し
み

も
わ
か
ち
あ
っ
た
や
す
ら
ぎ
の
場
で
し
た
。
帰
り
に

は
、
斜
め
前
の
「
県
相
指
定
店
」
に
行
き
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ア
イ
ス
を
ほ
お
ば
り
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
も

の
で
し
た
。

　

今
で
も
集
ま
る
と
、
部
活
の
思
い
出
を
話
し
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
練
習
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
、
朝
か
ら
夜
ま
で
一
日
中
練
習
し
た
夏
合

宿
の
こ
と
。
冬
場
の
バ
ー
ベ
ル
や
手
押
し
車
な
ど
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
。
３
年
間
で
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
随
分
た
く
ま
し
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

礼
節
、
信
義
、
根
性
、
全
て
が
養
わ
れ
、
努
力
す
る

こ
と
、
そ
し
て
友
情
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
そ
ん
な
仲
間
と
出
会
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
が
こ
こ
に
存
在
し
、
あ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
共
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
絆
は
強
く
深
い
の
で

す
。
あ
れ
か
ら
約
40
年
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
関
係
を

続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
困
っ
て
い
た

ら
、
ま
た
あ
の
時
の
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
て
あ
げ

た
い
。
私
が
悩
ん
で
い
た
ら
相
談
に
の
っ
て
も
ら

5

二次元コ
ードを

読み込ん
で

みてくだ
さい！

映画のワンシーン横浜高校に勝利し校歌を歌う選手たち

坂手さん 風間さん

※

※

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル…

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

か
ら
タ
ッ
ク
ル
を
無
く
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
。
タ
ッ
ク
ル
の
代

　

わ
り
に
腰
に
つ
け
た
フ
ラ
ッ

　

グ
を
取
っ
て
競
い
ま
す
。



嫌
い
な
私
は
「
経
理
部
門
以
外
で
あ
れ
ば
何
で
も
構

わ
な
い
」
と
配
属
希
望
を
提
出
。
結
果
は
見
事
に
外

れ
経
理
部
で
し
た
。
東
京
経
済
大
卒
で
あ
れ
ば
経
理

部
配
属
は
当
た
り
前
と
言
わ
れ
、
講
義
の
必
須
科
目
、

簿
記
論
を
猛
勉
強
し
ま
し
た
。
社
会
は
面
白
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　

退
職
後
近
所
に
住
む
落
研
後
輩
と
遭
遇
。
酒
を
飲

み
な
が
ら
「
先
輩
！
ま
た
落
語
や
り
ま
せ
ん
か
ぁ
？
」

の
一
言
。
一
瞬
「
出
来
る
か
な…

？
」
か
ら
、「
い

や
余
生
は
こ
れ
か
な
！
」
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

先
ず
春
風
亭
柏
枝
師
匠
に
後
輩
二
人
で
お
稽
古
を

付
け
て
戴
き
ま
し
た
。
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
す
と
お

客
様
の
前
で
実
践
し
て
み
た
く
な
り
、
そ
の
機
会
を

得
る
為
に
山
遊
亭
金
太
郎
師
匠
の
「
野
田
笑
紫
会
」

に
所
属
し
年
二
回
の
発
表
会
と
老
人
介
護
施
設
へ
の

慰
問
を
多
数
経
験
し
ま
し
た
。（
す
る
と
落
研
時
代

の
感
触
、
快
感
が
甦
っ
て
き
た
の
で
す
）

　

現
在
は
「
か
つ
し
か
落
扇
指
南
所
（
入
船
亭
扇
好

師
匠
）」
に
て
稽
古
、
活
動
。
又
「
柴
又
寅
さ
ん
記

念
館
素
人
落
語
会
」
や
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
々
コ

ロ
ナ
禍
前
は
年
三
十
数
回
の
高
座
が
あ
り
ま
し
た
。

高
貴
高
齢
者
（
敢
え
て
こ
の
よ
う
に
表
現
）
に
な
る

と
記
憶
力
も
落
ち
、
新
ネ
タ
吸
収
に
苦
し
ん
で
き
ま

す
が
、
そ
の
苦
を
乗
り
越
え
た
先
の
お
客
様
の
笑
い

が
嬉
し
い
の
で
す
。
黙
読
・
音
読
、
書
く
、
聴
く
の

繰
り
返
し
で
す
が
、
一
番
の
稽
古
は
お
客
様
の
前
で

喋
る
事
で
す
。

　

芸
名
「
葵
亭
蕎
麦
助
」
と
し
て
プ
ロ
の
噺
家
さ
ん

と
の
共
演
も
多
く
、今
年
五
月
に
真
打
昇
進
し
た
「
柳

亭
明
楽
師
匠
」
と
共
演
。
春
風
亭
昇
也
師
匠
や
入
船

亭
扇
好
師
匠
・
桂
南
な
ん
師
匠
等
と
も
共
演
さ
せ
て

戴
い
て
ま
す
。
又
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
寄
席
あ
ぷ
り
」

の
社
会
人
落
語
家
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
Ｍ
Ｃ
も
や
ら
せ

て
貰
い
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
で
は
相
手
が
居
な
い
一

人
喋
り
は
緊
張
し
ま
し
た
が
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

お
う
。
頼
り
に
な
る
大
好
き
な
バ
レ
ー
部
の
仲
間
、

県
相
か
ら
も
ら
っ
た
私
の
自
慢
の
宝
物
で
す
。

■
そ
し
て
今
・
・
・

　
「
大
好
き
な
相
模
原
の
た
め
に
働
き
た
い
」
と
思

い
、
大
学
卒
業
後
は
相
模
原
市
役
所
へ
建
築
職
と
し

て
就
職
し
ま
し
た
。
以
来
、
建
築
関
係
の
部
署
に
所

属
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
４
月
の
人
事
異
動
で
南

区
の
区
長
に
。
南
区
で
誰
も
が
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
す

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

南
区
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
『
相
模
の
大
凧

ま
つ
り
』（
新
磯
）
を
は
じ
め
、阿
波
踊
り
（
東
林
間
）

や
よ
さ
こ
い
（
古
淵
）
な
ど
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
相
模
原
麻
溝
公
園
や
勝
坂
遺

跡
な
ど
の
名
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
や

ラ
グ
ビ
ー
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
『
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
』
や
『
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
』
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

相
模
原
で
出
会
っ
て
、
学
ん
で
、
楽
し
ん
で
。
選

ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
南
区
の
魅
力
を
発
見

＆
発
信
し
て
い
き
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
に
野
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

部
が
夏
の
全
国
高
校
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

球
選
手
権
神
奈
川
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
い
て
、
ベ
ス
ト
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
な
っ
た
時
の
主
将
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
手
裕
太
さ
ん
と
副
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

将
・
風
間
龍
斗
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

■
令
和
元
年
の
夏
の
県
大
会
準
々
決
勝
で
横
浜
高
校

に
勝
ち
、
準
決
勝
で
は
東
海
大
相
模
に
敗
れ
ま
し
た

が
、
こ
こ
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
要
因
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
。

　

メ
ン
バ
ー
に
入
れ
な
い
部
員
が
、
相
手
校
の
デ
ー

タ
を
収
集
し
分
析
・
研
究
し
た
こ
と
。
う
れ
し
か
っ

た
の
は
、
試
合
の
応
援
に
応
援
団
部
や
吹
奏
楽
部
を

は
じ
め
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
生
徒
・
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
が

大
勢
来
て
く
れ
て
大
変
力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
県
相

に
は
団
結
力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
練
習
や
合
宿
、自
主
性
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
。

監
督
と
の
関
係
は
。

　

練
習
は
放
課
後
に
短
い
と
き
は
２
時
間
ほ
ど
の
中

で
、
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
を
常
に
考
え
て
い
ま

し
た
。
練
習
は
、
火
〜
金
曜
日
で
、
朝
練
習
に
つ
い

て
は
自
由
参
加
、
二
手
に
分
か
れ
横
山
球
場
で
練
習

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
は
佐
相
先
生
が

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
行
い
ま
し

た
が
、
副
主
将
が
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
自
主
的
に
考
え
、

先
生
に
提
案
。
お
互
い
納
得
の
上
で
練
習
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
先
生
の
教
え
方
は
理
論
的
で
し
た
。

合
宿
は
夏
の
県
大
会
終
了
後
、
７
泊
８
日
で
長
野
県

に
行
き
、
長
野
県
内
の
強
豪
校
（
上
田
西
や
松
商
学

園
等
）
と
毎
日
試
合
を
し
ま
し
た
。

■
佐
相
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
、
今
の
大
学
生
活

に
役
立
っ
て
い
ま
す
か
。

　

佐
相
先
生
に
厳
し
く
鍛
え
ら
れ
た
の
で
、
ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
精
神
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
佐
相
先
生
は
習
字
が
得
意

で
、
卒
業
の
時
に
色
紙
に
「
負
け
ず
嫌
い
で
あ
れ
」

と
い
う
言
葉
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

■
県
相
の
現
役
の
高
校
生
に
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ

り
ま
す
か
。

　

高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
充
実
し
て
い
て
、
い
ろ

い
ろ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
勉
強
・
部
活
・
学
校
行

事
す
べ
て
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

■
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
。

　

令
和
６
年
４
月

か
ら
社
会
人
に
な

る
の
で
、
先
輩
方

の
言
う
こ
と
を
吸

収
し
、
一
人
前
の

社
会
人
に
な
れ
る

よ
う
に
必
死
に
や

っ
て
い
き
た
い
。

良
い
仲
間
を
見
つ

け
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
た
い
。

　

人
生
百
年
時
代
で
す
。
と
は
言
え
、
い
つ
ま
で
続

け
ら
れ
る
か
全
く
不
透
明
な
が
ら
「
落
語
」
は
私
の

余
生
を
愉
快
に
「
ボ
ケ
防
止
」
と
「
社
会
貢
献
」
す

る
も
の
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
大
き

な
夢
は
県
相
同
窓
会
六

十
周
年
で
の
高
座
を
設

け
て
戴
く
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
も
育
ち
も
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
で
、
今
も
藤
野
に
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
で
い
ま
す
。
高
校
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
は
柔
道
部
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
突
然
、
映
画
を
作

り
た
く
な
り
、
仲
間
を
募
っ
て
８
ミ
リ
映
画
を
制
作

し
ま
し
た
。
不
良
グ
ル
ー
プ
の
抗
争
に
恋
愛
が
絡
ん

で
く
る
よ
う
な
内
容
で
、
横
浜
ま
で
撮
影
に
行
き
、

「
横
浜
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
い
う
名
で

相
翼
祭
で
上
映
し
ま
し
た
。
映
画
作
り
で
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
が
つ
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
「
大
学
へ
行
っ
た
ら
ア
メ
フ
ト
を
や
っ
て
、
小
学

校
の
先
生
に
な
る
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
、
立
教

大
学
で
は
、
初
心
者
な
り
に
が
ん
ば
り
、
３
年
か
ら

試
合
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
日
大

の
全
盛
期
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
を
購
入
し
、
プ
レ
ー
分
析
を
よ
く
し
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
日
大
に
は
最
後
ま
で
勝
て
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
も
、
大
学
の
仲
間
と
ア
メ
フ
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ま
、
ご
機
嫌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
何
で
し
ょ
う
か
？
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
時
代
は
校
則
違
反
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
師
と
の
喧
嘩
、
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ブ
ル
等
先
生
方
に
迷
惑

を
掛
け
な
が
ら
も
青
春
真
っ
只
中
を
駆
け
抜
け
た
磯

部
文
保
で
す
。

　

自
称
劣
等
生
？
と
感
じ
な
が
ら
も
卒
業
後
は
極
め

て
優
等
生（
笑
）の
道
を
歩
き
ま
し
た
。
大
学
で
は「
落

語
研
究
会
（
落
研
）」
に
勧
誘
さ
れ
、
こ
の
落
研
が

今
後
の
人
生
を
左
右
す
る
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
の
で
す
。「
こ
の
部
活
は
落
語
を
覚
え
て
お

客
さ
ん
の
前
で
喋
る
ク
ラ
ブ
」
と
言
わ
れ
、
当
初
入

部
す
る
の
を
躊
躇
し
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
四
年
間

で
コ
ン
パ
等
を
通
し
落
語
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
、
人

と
の
触
合
い
の
醍
醐
味
を
感
じ
、
大
学
を
学
業
卒
業

と
い
う
よ
り
「
落
研
卒
業
」
と
い
う
の
が
ピ
ッ
タ
リ

の
学
生
生
活
で
し
た
。　

そ
の
後
、
入
社
試
験
で
は

「
落
研
卒
業
」
が
功
を
奏
し
、
日
立
物
流
（
現
在
「
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ー
ド
」
と
社
名
変
更
）
に
就
職
。
数
字
が

簡
易
版
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま

す
。
ア
メ
フ
ト
で
は
、
目
標
に
む
か
っ
て
や
り
抜
く

力
、
分
析
す
る
力
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

教
員
と
し
て
は
旧
津
久
井
郡
の
３
校
に
勤
務
し
、

合
併
と
同
時
に
40
歳
か
ら
指
導
主
事
と
し
て
、
教
育

セ
ン
タ
ー
や
学
校
教
育
課
な
ど
教
育
委
員
会
に
14
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
課
で
は
、
令
和
元
年

の
台
風
19
号
と
コ
ロ
ナ
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
頼
り
に
な
っ
た
の
が
、
市
役
所
勤
務
の
高
校

時
代
の
映
画
仲
間
で
し
た
。
映
画
同
様
、
人
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で

は
、
様
々
な
立
場
の
方
と
折
衝
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ン

ス
感
覚
が
身
に
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

15
年
ぶ
り
の
学
校
で
は
、
再
就
職
し
た
つ
も
り
で

や
っ
て
い
ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
児
童
一

人
ひ
と
り
の
学
力
保
障
に
力
を
入
れ
、
徐
々
に
成
果

が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。
相
模
原
ラ
イ
ズ
と
も
連
携

し
て
、
体
育
の
授
業
で
は
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
小
さ

く
て
も
魅
力
の
あ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

在
校
生
に
は
、
是
非
、
小
学
校
の
教
員
を
め
ざ
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
の
な
か
で
小
学

校
時
代
が
、
心
も
体
も
一
番
成
長
す
る
時
期
で
す
。

小
学
校
教
員
は
、

そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
っ
て

も
素
敵
な
仕
事

で
す
。

私
の
余
生
と
落
語

磯
部 

文
保
１
期
生

Isobe Fum
iyasu 38

ア
メ
フ
ト
や
っ
て
小
学
校
の
先
生
に
な
る

相
模
原
市
立
二
本
松
小
学
校　

校
長

篠　

原　
　

真
19
期
生

Shinohara M
akoto

大
好
き
な
相
模
原
の
た
め
に

相
模
原
市
南
区
長

加
藤 

宏
美
20
期
生

K
atou H

irom
i

県
相
野
球
部
の
思
い
出

令
和
元
年
度
野
球
部
主
将

令
和
元
年
度
野
球
部
副
主
将

坂
手 

裕
太
54
期
生

Sakate Y
uuta

風
間 

龍
斗
54
期
生

K
azam

a R
yuto

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
高
校
時
代（
私
の
宝
物
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
」「
フ
ァ
イ
ト
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
イ
ト
！…
」
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
声
と
共
に
始
ま
る

１
日
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
毎
日
。
練
習

を
重
ね
た
３
年
間
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
終
わ
る
と
、

ダ
ッ
シ
ュ
で
部
室
へ
向
か
い
、
話
す
間
も
な
く
コ
ー

ト
へ
と
走
り
、
暗
く
な
る
ま
で
練
習
し
ま
し
た
。
部

室
は
、
仲
間
と
本
音
で
語
り
あ
い
、
喜
び
も
悲
し
み

も
わ
か
ち
あ
っ
た
や
す
ら
ぎ
の
場
で
し
た
。
帰
り
に

は
、
斜
め
前
の
「
県
相
指
定
店
」
に
行
き
、
ジ
ュ
ー

ス
や
ア
イ
ス
を
ほ
お
ば
り
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
も

の
で
し
た
。

　

今
で
も
集
ま
る
と
、
部
活
の
思
い
出
を
話
し
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
練
習
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
、
朝
か
ら
夜
ま
で
一
日
中
練
習
し
た
夏
合

宿
の
こ
と
。
冬
場
の
バ
ー
ベ
ル
や
手
押
し
車
な
ど
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と
。
３
年
間
で
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
随
分
た
く
ま
し
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

礼
節
、
信
義
、
根
性
、
全
て
が
養
わ
れ
、
努
力
す
る

こ
と
、
そ
し
て
友
情
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、
そ
ん
な
仲
間
と
出
会
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
が
こ
こ
に
存
在
し
、
あ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
共
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
絆
は
強
く
深
い
の
で

す
。
あ
れ
か
ら
約
40
年
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
関
係
を

続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
困
っ
て
い
た

ら
、
ま
た
あ
の
時
の
よ
う
に
み
ん
な
で
助
け
て
あ
げ

た
い
。
私
が
悩
ん
で
い
た
ら
相
談
に
の
っ
て
も
ら

5

二次元コ
ードを

読み込ん
で

みてくだ
さい！

映画のワンシーン横浜高校に勝利し校歌を歌う選手たち

坂手さん 風間さん

※

※

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル…

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

か
ら
タ
ッ
ク
ル
を
無
く
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
。
タ
ッ
ク
ル
の
代

　

わ
り
に
腰
に
つ
け
た
フ
ラ
ッ

　

グ
を
取
っ
て
競
い
ま
す
。



06　
　

創
部
は
い
つ
で
す
か
？

　
　

平
成
27
年
ご
ろ
に
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、

平
成
29
年
に
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。

　
　

創
部
の
き
っ
か
け
は
？

　
　

旭
中
学
校
に
弓
道
部
が
あ
り
、
そ
こ
で
弓
道

を
し
て
い
た
生
徒
が
本
校
に
入
学
し
、
県
相
の
名

前
で
高
体
連
の
大
会
に
出
場
す
る
た
め
に
は
、
県

相
に
同
好
会
や
部
活
が
存
在
し
な
い
と
出
場
で
き

な
い
た
め
、
弓
道
を
や
り
た
い
生
徒
が
他
の
生
徒

に
声
を
か
け
て
人
を
集
め
、
同
好
会
を
立
ち
上
げ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
の
部
員
数
は
？

　
　

１
年
生
が
24
人
、
２
年
生
が
25
人
、
３
年
生

が
15
人
で
す
。
部
員
の
中
に
ド
イ
ツ
か
ら
の
留
学

生
が
１
人
い
ま
す
。
３
年
生
は
受
験
勉
強
に
専
念

す
る
関
係
で
、
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
に
は
引
退
し
ま
す
。

　
　

練
習
日
・
練
習
場
所
・
練
習
時
間
は
？

　
　

水
曜
日
と
金
曜
日
に
相
模
原
市
役
所
東
側
の

市
立
体
育
館
横
の
市
営
弓
道
場
を
使
用
し
練
習
し

て
い
ま
す
。
他
に
１
日
（
校
内
で
の
練
習
）
、

月
・
火
・
木
曜
日
を
部
員
が
各
自
選
択
し
、
合
計

週
３
日
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
Ｂ
棟
と

Ｃ
棟
の
間
を
使
い
、
巻
藁
を
的
に
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
練
習
時
間
は
市
の
弓
道
場
で
は
２
〜
３

時
間
、
学
校
で
は
約
２
時
間
で
す
。
市
営
弓
道
場

で
の
練
習
に
お
い
て
は
、
市
弓
道
協
会
の
段
を
所

有
す
る
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

大
会
の
内
容
及
び
成
績
は
？　

市
内
や
県
内

　
　

の
高
校
で
強
い
高
校
は
？

　
　

相
模
原
市
民
体
育
祭
、
国
体
の
予
選
会
等
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
よ
り
個
人
戦
と
団
体

戦
が
あ
り
ま
す
。
令
和
５
年
６
月
18
日
に
実
施
さ

れ
た
相
模
原
市
民
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
高
校

生
の
部
で
個
人
戦
で
女
子
が
１
位
と
２
位
に
な
り

ま
し
た
。
市
内
で
一
番
強
い
相
模
田
名
高
校
が
、

こ
の
大
会
開
催
日
に
強
化
試
合
が
あ
り
出
場
し
な

か
っ
た
た
め
、
１
・
２
位
を
獲
得
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
に
行
わ
れ
た
県
民
大
会
兼
国
体

予
選
会
で
は
個
人
で
男
子
２
人
・
女
子
２
人
出
場

し
、
１
回
戦
は
勝
ち
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で
共
に

敗
退
し
ま
し
た
。
５
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大
会
予

選
会
及
び
県
総
合
体
育
大
会
予
選
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
が
、
１
回
戦
敗
退
で
し
た
。

　

市
内
に
は
上
溝
高
校
や
相
模
原
総
合
産
業
高
校

他
に
弓
道
部
が
あ
り
ま
す
が
、
校
内
に
弓
道
場
が

あ
り
指
導
者
が
い
る
相
模
田
名
高
校
が
強
く
、
県

内
で
は
厚
木
東
・
厚
木
・
大
船
・
川
和
高
校
が
強

い
で
す
。

　
　

点
数
の
付
け
方
は
？　

勝
敗
は
ど
の
よ
う
に

　
　

決
ま
り
ま
す
か
？

　
　

的
ま
で
の
距
離
は
28
ｍ
、
団
体
戦
は
３
人
ま

た
は
５
人
で
行
い
、
１
人
４
本
放
ち
う
ち
的
に
何

本
当
た
る
か
、
的
に
当
た
れ
ば
１
点
、
当
た
っ
た

合
計
点
で
競
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
個
人
戦
は
射

詰
め
競
射
（
外
し
た
ら
負
け
の
サ
ド
ン
デ
ス
）
と

遠
近
競
射
（
的
の
中
心
に
近
い
方
が
勝
ち
）
が
あ

り
ま
す
。

　
　

資
格
は
取
得
で
き
る
の
で
す
か
？

　
　

初
段
か
ら
始
ま
り
、
初
段
に
及
ば
な
い
場
合

は
級
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
所
作
が
き
ち
ん
と
で
き

て
い
る
と
初
段
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
的
に
き

ち
ん
と
当
た
る
よ
う
に
な
る
と
２
段
を
獲
得
で
き

ま
す
。
高
校
生
の
段
階
で
は
２
段
を
獲
得
で
き
れ

ば
良
い
方
で
す
。

　
　

楽
し
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
　

的
に
当
た
る
と
う
れ
し
い
。
正
し
い
射
を
追

及
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
日
々
の
成
長
を
実
感
で

き
る
こ
と
が
楽
し
い
。
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
学

校
か
ら
近
い
練
習
場
所
は
こ
の
市
営
弓
道
場
し
か

な
く
、
令
和
６
年
３
月
末
で
、
市
営
弓
道
場
が
取

り
壊
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
そ
の
後
の
練
習
場
所

の
確
保
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

す
。

　
　

部
の
目
標
、
今
後
の
抱
負
は
？

　
　

今
年
中
に
神
奈
川
県
弓
道
連
盟
の
方
々
が
審

査
す
る
審
査
会
に
参
加
し
、
級
や
段
を
取
得
し
た

い
。
大
会
で
良
い
成
績
を
残
し
た
い
。

弓
道
部
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
：
細
谷　

孝
司
）

第
33
号
か
ら
始
ま
っ
た
部
活
動
の
近
況
報

告
、
今
回
は
弓
道
部
で
す
。
令
和
５
年
８
月

２
日
と
８
月
４
日
に
市
営
弓
道
場
を
訪
問

し
、
59
期
生
、
２
年
生
の
今
藤
琥
斗
部
長
及

び
顧
問
の
佐
久
間
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

今 藤 琥 斗
Kndou Koto

弓道部　部長
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宮崎

溝呂木

山口

恩田
小峯

市川

平手

石崎

住谷

溝口

増田

D

D
F
F
D
B
C
E
F

F
G
G
A
C

B
D
F
F

F
Ｉ
A
G

D
D
B

E
C
B
F
A
G
H
A

E
B
D
E
F
E
E
H
A
F
E

三枝　富博

村田　英子
伊藤　安夫
山本　邦裕
山本　博子
澤田　孝一
天田　　茂
久保田一夫
霧生　房夫

大和　裕明
森田　　登
矢口　順一
山本　宏員
岩間　雅子

長谷川美豆乃
森　　眞弓
佐藤　樹一
髙橋　　豊

村上　孝一
山本　　学
河本　　透
岡村　義雄

堤　　明彦
吉水　哲哉
日下田マヤ

銅直　　滋
堀江理佐子
黒川　智弘
磯田　菊生
只野みゆき
岩本　　正
矢野　　隆
松野　啓太

清水　真弓
永保　敏伸
染谷　耕平
足立　博紀
開上　　亙
相馬　洋平
斎藤　仁美
田嶋　康弘
永田　洵一
露木　悦子
田中　和希

古希を過ぎましたが、現役でやっております。令和４年５月から日本チェーンストア協会の会長に就
任いたしました。
画家です。
元気でやってます。
令和４年相模原市民ゲートボール大会で優勝、また、神奈川県予選会でも優勝しましたので、令和５
年全国選抜ゲートボール大会に出場します。
卓球部ＯＢ・ＯＧの活躍が紙面から分かり、毎回楽しみにしています。卓球部頑張れ！！
まずまずの元気でやっております。
晴耕雨読、友人との旅行、トトロの森作業を楽しんでます。
日野市に転居しました。大学生の娘・妻の３人、猫５匹、犬１匹の家族です。建築設計事務所を昭和
54年より、現在は不動産の方もやっています。
まだ築地で働いてますョ！！　72歳です。
３期生の皆さんお元気ですか。日々、健康で過ごせることに感謝しています。
心配かけてますが大丈夫です。
2023年から日本語教育ボランティアを始めました。
結婚まで相模原市下九沢で、その後は横浜市緑区で暮らしています。70歳あっという間でした。銀行
員、高校非常勤講師、今は茶道を教えています。
古希になりました！！ワンダーフォーゲルOB会で山登りしてます。顧問の入江先生も再会しました。
週３回１万歩歩き、とても元気です！
定年退職後も仕事・テニスと頑張っています。
町田市文化国際交流財団で仕事をしています。趣味で町田市を拠点に活動しているマンドリン楽団で
合奏を楽しんでいます。
県相を卒業して早や半世紀。正しく「光陰矢の如し」です。あと四半世紀は頑張るぞ～と！
元気です。日本橋まで通勤しています。
２度目の定年となり、今は非常勤で遺棄化学兵器の発掘・回収・処理をしています。
今年はロシアによるウクライナ侵攻により、世界が大きく変わってしまった中、我が家では初孫が誕
生しました。
創立60周年記念事業を楽しみにしています。我が母校県相とほぼ同年代と思うと感慨無量です。
東京都大田区西六郷に在住。市内中央区富士見に妹家族がおります。
非常勤で働いていますが、職場で県相の卒業生ということがわかると、羨望の眼差しを向けられ、気
恥ずかしくも誇りに思っています。
バイクに復帰し、ツーリングを楽しんでます。
令和５年３月で定年退職です。
間もなく定年を迎えますが、まだまだ楽はできそうにありません。
順天堂練馬病院循環器内科で科長をやっています。県相生の入学待ってます。
２年前から藤沢市に引っ越し、大型バイクを乗り回しています。
東京都新宿区にあります成城中学校・成城高等学校で校長を務めております。吹奏楽部の顧問です。
最近ロードバイクにはまって、津久井湖や宮ケ瀬湖をよく走っています。
LAギタリスト歴25年、Kay－Ta Matsuno（松野啓太）です。令和4年8月27日午後7時、姉の一周忌も兼
ねて、グリーンホール相模大野多目的ホールで弦・ドラムと共に演奏会を開きました。
都内の私立中高で世界史を教えています。「佐野ばあ」こと佐野先生が理想像です。
相模原納涼花火大会の実行委員を務めさせていただいております。田名へお越しください。
相模原商工会館の３階で司法書士をやってます。
ゴルフにはまっています。
東京都の中学教員に転職して、15年が経ちました。
当時は野球に明け暮れていました。今は山とランに明け暮れる週末です。(笑)
ハンドメイドにはまり、ついに職業用ミシンを購入しました。
子供も小学校に入る歳になり、少し遠ざかっていた学校というものが、また身近になりました。
市内淵野辺で１級建築士、設備設計１級建築士として建築設計事務所をやってます。
令和３年８月に転居しました。
2022サッカーＷカップで寝不足の毎日です。

令和４年度の活動維持費をお送りくださった皆様の通信欄に記載された近況報告を掲載しております。 



　

栄
え
あ
る
母
校
、
神
奈
川
県
立
相
模
原
高
等
学
校

は
本
年
11
月
10
日
、
創
立
60
周
年
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
母
校
は
相
模
原
市
に
進
学
校

を
と
い
う
希
望
の
下
、
昭
和
38
年
10
月
28
日
に
設
立

を
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
、
第
1
期
生
が
入
学

し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
39
年
4
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
同
窓
会
の
設
立
60
周
年
と
は
4
年
の
開
き
が
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
7
月
に
学
校
か
ら
お
声
が
か
か
り
、

母
校
創
立
60
周
年
記
念
式
典
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。
前
回
の
50
周
年
は
特
別
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

今
回
は
大
き
く
構
想
が
変
わ
り
以
前
開
催
を
さ
れ
た

10
周
年
ご
と
の
式
典
と
同
様
な
規
模
と
の
想
定
で

す
。
従
い
ま
し
て
、
準
備
委
員
会
・
実
行
委
員
会
も

前
回
50
周
年
ほ
ど
の
規
模
で
も
な
く
進
め
ら
れ
て
来

ま
し
た
。
同
窓
会
の
機
関
誌
が
お
手
元
に
届
く
と
き

に
は
既
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
2
・ 

3
年
異
常
気
象
が
激
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
7
月
27
日
に
は
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
が
地
球
は
温
暖
化
と
言
う
よ
り

も
、沸
騰
化
の
時
代
に
入
っ
た
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
の
原
因
は
人
間
で
あ
る
と
言
明
し
ま
し
た
。

　

仏
典
に
「
顛
倒
（
て
ん
ど
う
）
の
衆
生
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
顛
倒
」
と
は
自
分
で
は
良
い

60
周
年
を
迎
え
さ
ら
な
る

   「
県
相
ブ
ラ
ン
ド
力
」
の

　
　

発
展
を
願
っ
て

こ
と
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
ど
ん
ど
ん
と
悪
い

方
向
へ
物
事
を
進
め
て
い
く
事
を
指
し
ま
す
。
此
処

に
は
「
衆
生
」
と
い
う
言
葉
が
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

「
衆
生
」
と
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
「
生
き
と
し
生
け

る
も
の
」
と
い
う
意
味
で
す
の
で
、
こ
の
地
球
沸
騰

化
を
進
め
て
き
た
の
は
犬
や
猿
で
も
な
く
間
違
い
な

く
人
間
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
叡
智
を
集
中
し
て

い
か
な
い
と
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

昭
和
41
年
、
佐
藤
季
生
キ
ャ
プ
テ
ン
の
母
校
野
球

部
は
県
内
ベ
ス
ト
８
に
進
み
ま
し
た
。
た
っ
た
創
立

２
年
の
し
か
も
公
立
高
校
の
野
球
部
と
し
て
は
空
前

の
快
挙
で
あ
り
、
こ
の
記
録
は
令
和
元
年
に
県
内
ベ

ス
ト
４
を
獲
得
す
る
ま
で
塗
り
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
こ
の
野
球
の
応
援
を
し
て
い
た
応
援

団
長
の
杉
崎
忠
久
さ
ん
は
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の

中
で
「
県
相
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
い
、
そ
れ

が
今
日
の
母
校
の
略
称
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
部
活
動
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
大
会
に

出
場
す
る
と
、
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
に
同
窓
会
と
し
て

選
手
に
エ
ー
ル
を
贈
る
た
め
に
横
断
幕
を
提
供
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
部
活
が
全
国
大
会

等
に
出
場
す
る
時
に
は
旅
費
の
援
助
も
予
算
化
し
て

参
り
ま
し
た
。
是
非
、
県
相
の
名
前
を
響
か
せ
て
い
っ

て
欲
し
い
と
最
大
限
の
応
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

母
校
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
と
言
う
こ
と
は
私

共
第
１
期
生
が
75
歳
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

社
会
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
後
期
高
齢
者
」
の
仲
間
入

り
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
校
を
巣
立
っ
て
55
年
以
上
の
歴
史
の

中
に
は
、
世
界
に
社
会
に
大
き
く
活
躍
や
貢
献
を
し

て
い
る
多
く
の
同
窓
生
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
の
更
な
る
活
躍
を
願
い
、
ま
た
後
に
続
く
県
相

生
に
も
よ
り
以
上
に
県
相
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
発
展
さ

せ
て
い
っ
て
頂
き
た
い
と
心
か
ら
希
望
い
た
し
ま
す
。

徒
が
伝
え
て
い
く
場
面
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
説
明
会
時
の
学
校
紹
介
の
チ
ラ
シ
を

生
徒
会
が
作
っ
た
り
、
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
を
出
身
中

学
校
に
多
く
の
生
徒
が
持
参
し
、
近
況
報
告
を
兼
ね

て
中
学
校
に
県
相
の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

日
々
の
県
相
生
を
見
て
い
ま
す
と
、
県
相
生
は
本
当

に
県
相
の
こ
と
が
好
き
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
文

化
祭
の
ク
ラ
ス
テ
ー
マ
も
自
ら
が
楽
し
む
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
来
て
い
た
だ
い
た
方
に
県
相
の
魅
力

を
伝
え
ら
れ
る
文
化
祭
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
た

く
さ
ん
の
ク
ラ
ス
で
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
県
相
の
伝
統
を
維
持
・
継
続
し
、
多
く
の
方
に

愛
さ
れ
る
県
相
と
な
る
よ
う

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

県
相
同
窓
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
校
長
の
田

代
宗
弘
で
す
。
昨
年
４
月
に
県
相
に
着
任
し
、
今
年

は
２
年
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
相
模
原
高
校
は
今
年

度
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
11
月
10
日
（
金
）

が
記
念
式
典
で
す
。
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
段
階
で

は
ま
だ
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
窓
会
報

が
発
行
さ
れ
て
い
る
時
に
は
無
事
に
創
立
記
念
式
典

も
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
準
備
の
段

階
か
ら
当
日
ま
で
、
同
窓
会
の
方
に
た
く
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
10
月
か
ら
来
年
の
７
月
ま
で
体
育

館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
市
民

会
館
や
近
隣
中
学
校
な
ど
の
体
育
館
を
借
り
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予

定
で
す
。
昨
年
度
、
校
舎
の
耐
震
工
事
が
終
了
し
校

舎
の
外
観
が
き
れ
い
に
な
り
、
正
門
前
の
歩
道
の
拡

張
、
プ
ー
ル
や
枯
山
水
の
改
修
な
ど
に
よ
り
正
門
か

ら
の
県
相
の
眺
め
が
だ
い
ぶ
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
、
体
育
館
が
改
修
工
事

で
き
れ
い
に
な
る
と
、
県
相
の
様
子
も
だ
い
ぶ
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
学
校
説

明
会
も
こ
こ
数
年
は
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
生
徒
会
の
生
徒
を
中
心

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
中
学
生
に
県
相
の
魅
力
を
生

会　長

佐  藤  功  岳
Sato Kougaku

県
相
の
近
況
報
告

校　長

田  代  宗  弘
Tashiro Munehiro
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10,000

7,000

6,000

5,000

匿　　　名
三枝　富博
近藤　　功
佐藤　功岳
加山　和明
佐藤　剛生
飯塚万里代
田所　耕司
山口　孝治
加藤　裕康
安室　勝隆
今井　　徹
賀山　　高
渋谷　国弘
吉田　修一
宮﨑　和彦
菅谷　　浩
匿　　　名
近藤　　学
中尾　紀芳
磯田　菊生
岩本　　正
尾之上　覚
村上　良道
足立　博紀
開上　　亙
田嶋　康弘
塩谷和雄(校)
樋川貴美子
塩田　　忍
遠藤　照子
山本邦裕/山本博子
九嶋　　正
江成　　薫
小林　　茂
佐藤　　操
小澤　和義
河合　康吉
髙倉悦千代
澤田　孝一
高嶋　勝美
新倉　庸男
阿部　信長
高橋　　哲
長澤　博文
久保田一夫
宮﨑　照男
霧生　房夫
大和　裕明
岩間　雅子
中島　道夫
泉　　篤志
髙橋　　豊
佐藤　久子
泉　桂伊子
佐藤　紀子
山本　　学
長谷川正和
渡邉　一美
宮本　尚子
日下田マヤ
銅道　　滋
小口　敬紀
堀江理佐子
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1,000 市川　玲子
冨田　和恵
間中真由美
岡村　義雄
根元由美子
立岩　利恵
黒崎由美子
髙橋　　仁
儀部　浩行
内田真利子
伊澤　浩司
石井　一男
黒川　智弘
清水由美子
米本　晋也
石井　敬子
野地　健俊
大須賀有子
匿　　　名
粟井　邦彦
西原　秀一
小笠原羊子
戸松　　宏
森山　　隆
青島　徳生
丸岡　英司
榊原　靖夫
植木　政成
永井　康裕
松崎　有希
匿　　　名
谷　　康宏
若海　博樹
木内　崇介
斎藤　仁美
瓦井　　藍
岩﨑　沙織
佐藤　　愛
新田　由佳
清水　春花
匿　　　名
加藤　優佑
田中　和希
加藤　啓太
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渡部

八木

黒田
瀬戸
八藤後

佐藤

島村
石井
輿石

田村
佐藤

住谷

増田

恩田

佐藤
小峯

松川

小宮
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E
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H
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A
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B
E
G
B
D
C
D
D
G
D
E
E
F
H

3,000

2,000

1,000

染谷　耕平
菊地　大輔
相馬　洋平
神保　恵理
匿　名(職 )
高城　雄二
久保田敏文
森田　勝美
小辻　敏明
村上　孝一
村部奈穂子
佐藤　　孝
澤本　幸治
萩谷　功枝
伊藤　義一
河本　　透
近藤　　卓
山口　正人
大谷　隆広
倉田　洋二
清水日出男
坂本　敦子
渡部　明子
山口　隆一
鳥谷部裕子
匿　　　名
松尾　雅貴
小川美代子
須之内有子
岡地　道枝
匿　　　名
奥山ゆかり
播磨由利子
佐藤　公治
小林　倫明
中嶋　宗睦
立田　真弓
早川　　宏
清水　真弓
小嶋　一弘
露木　悦子
横内　勇太
岩嶋　彩美
津守　那哉
三橋　秀生
成井　哲郎
匿　　　名
松下　知紀
矢口　順一
山本　宏員
小島　敬三
宮下　政治
新出　貞夫
長谷川美豆乃
諏訪部千秋
竹内　俊夫
木下由美子
森　　眞弓
小島　文子
吉田　厚子
田野倉　巌
山崎　晴道
吉富すゞ子
永見　秀登

17
17
19
20
22
25
28
32
33
37
39
18
18
20
1
1
1
1
2
2
2
3
3
3
3
4
4
6
6
7
7
7
8
8
9
12
12
12
12
12
13
14
14
14
16
16
16
16
16
17
18
18
19
19
20
21
23
24
25
26
27
28
28
29

成田

石崎

吉成

宮崎

三栖

斉藤

山岸

羽生

中川
楠部

伊藤

渡辺

緑川

遠藤

H
Ｉ
F
C
H
H
A
F
B
A
B
E
F
A
C
D
D
F
B
D
F
C
C
F
G
B
G
F
F
B
F
G
C
F
B
A
D
D
E
G
G
A
A
G
B
E
F
G
H
D
C
G
E
G
F
B
G
G
H
B
E
A
C
B

5,000

4,000

3,000

肥後　忠典
岡部　伸雄
原田　征隆
石井　達哉
阿久津忠弘
矢野　　隆
松野　啓太
向中野智志
向中野祥子
永田　洵一
彌永　雄一
得猪　明弘
山田　悦也
只野みゆき
伊藤　　裕
小島　利正
杉本紀美江
井上　晴夫
柏木　忠雄
村田　英子
伊藤　安夫
天田　　茂
匿　　　名
矢敷　光世
森田　　登
青山八重子
小山　武彦
佐藤　樹一
山形　正治
岩本　　幹
小湊　秀男
小林　恒生
髙野久美子
渡辺　好野
匿　　　名
浅沼　由紀
堤　　明彦
吉水　哲哉
山﨑　信子
讃良　陽子
工藤　敏隆
黒川　雅代
村越みどり
酒井　　謙
榎本　好二
髙野まゆみ
内出　貴之
小林　貴之
吉田　晴美
井上　成子
加藤　浩央
桑原千雅子
松浦　信平
斎藤　英明
露﨑　　淳
皆藤由紀子
高田　賢治
宮崎　誠生
竹田　史江
西尾　夏雄
増村　浩代
川野　　俊
佐々木祐輝
永保　敏伸

令和４年４月１日～令和５年３月３１日（敬称略）

広告掲載を募集しています

◎同窓会　会報広告　掲載料…10,000 円（年１回）
◎ホームページ　バナー広告　掲載料…20,000 円（１年間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　54,000 円（３年間）

お振り込み
いただきました
皆さま、

誠にありがとう
ございました。

活動維持費を納入していただく皆様へ
　　　同窓会会報及びホームページにお名前を掲載します。匿名をご希望の方は、
　　　振込用紙（近況報告欄）にその旨をお書き添えください。
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46
2024年5月26日（日）　午後4時から
県立相模原高等学校　会議室
2023年度事業報告及び収支決算報告の件、他

2024年度総会を下記のとおり開催いたしますのでご出席ください。

※定期総会終了後に懇親会を予定しています。出席予定の方は5月11日（土）
　までに、細谷（10期）までご連絡ください。TEL 090－1211－3813
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母
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年
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、
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月
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に
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で
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を
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さ
い
。

令和５年５月２８日(日)に第４５回定期総会が開催され、令和４年度決算報告、
及び令和５年度予算(案)は承認されましたので、ここにご報告いたします。

2,300,000
600,000
104,000

0
500
0

4,210,847
7,215,347

2,000,000
30,000
500,000
170,000
800,000
10,000

1,000,000
20,000
40,000

0
0
0

2,615,347
30,000

0
7,215,347

2,529,120
959,908
74,000

0
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0

4,210,847
7,773,902

1,971,680
30,000
54,100
132,660
528,000
12,200
412,500
3,058
1,870

0
0
0
0
0

4,627,834
7,773,902

229,120
359,908
△ 30,000

0
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0
0
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△ 28,320
0
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2,200
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0
0
0

△ 2,615,347
△ 30,000
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2,500,000
800,000
30,000

0
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0

4,627,834
7,957,854
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100,000
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170,000
200,000
20,000
600,000
20,000
40,000
500,000
1,000,000
2,177,854
30,000

0
7,957,854
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600,000
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0
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2,000,000
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170,000
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20,000
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0
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0
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0
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0
0

500,000
1,000,000
△ 437,493

0
0

742,507

01　会長・校長のご挨拶 / 広告掲載募集のお願い
02　部活動近況報告
03　卒業生を訪ねて
05　近況報告 / 活動維持費納入のお願い
06　活動維持費を納入していただいた皆様
07　ラジオ番組 GO,GO, 県相！ / 会計報告 / 本部よりお知らせ

なつかしい木製の下駄箱（今夏の改修工事で、スチール製の下駄箱に変わりました）

神奈川県立相模原高校同窓会会報神奈川県立相模原高校同窓会会報神奈川県立相模原高校同窓会会報

　県相同窓会では、皆さんの同窓会開催の支援として、通信費１人あたり200円の補助を行っております。また、
名簿管理も行っておりますので、住所変更の連絡等お待ちしております。住所が変わった場合は、上記にメール
でご連絡ください。学年同期会・クラス同窓会の開催をお考えの方、ご連絡・ご相談ください。懐かしい思い出
がよみがえるひと時、現在の自分と昔の姿が交錯する瞬間、貴重な人生の一コマを県相の仲間たちともう一度分
かち合ってみませんか。新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類に移行しました。コロナが完全に収
束したわけではありませんが、開催をご検討願います。
　なお、個人情報保護の関係で名簿はお渡しできませんので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
　※注　通信費の補助の申込方法は、ホームページをご覧ください。なお、クラブＯＢ会は、全期を対象としたＯＢ会を補助し
　　　　ます。補助金限度額は１万円とします。終了後、結果報告書の提出をお願いします。

お世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっていますお世話になっています

県大会入賞以上の部活動について成績をお知らせします。

　　【ディベート部】全国大会　入賞
　　【陸上競技部】　県大会　　入賞
　　【空手道部】　　県大会　　入賞

※同窓会では関東大会・全国大会出場の部活に対し補助
　を行っております。現役の皆さん、頑張ってください！

　同窓会広報誌の記事提供等同窓
会活動については、田代校長先生、
木村副校長先生、鈴木教頭先生、
江藤先生をはじめ、現職の多くの
先生方及び事務の方々に大変お世
話になっております。誠にありが
とうございます。
紙面をお借りして
お礼申し上げます。
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